
1曙σ。%も

多発性 てんかん焦点モデルの基礎 的研究

(課 題 番 号10671279)

平成10、11、12年 度科学研究補助金

基盤研究(C)研 究成果報告書

平 成13年3月

研究代表者 田中達也

(旭川医科大学 脳神経外科)



は しが き

難治性て んかんの中で も、両側 の大脳 半球 にてんかん焦点 が見 とめ られ る多発性 てん

かん焦点 の症例 は、抗 てんかん薬 による治療 に抵抗 し難治化す ることが多 く、 またてん

かん の外科治療 も、適応外 となる ことが知 られている。本研究 では、猫お よび ラッ トの

両側大脳皮質 にて んかん焦点 を作成 し、多焦点 てんかんの機序 を検 討 し、 また、外科 治

療 の可能性 についの研究 を行 った。

実験1で は、両側大脳感覚 ・運動領野 にカイニ ン酸皮質 内注入 によ りてんか ん焦点 を

持つ慢性 ネコ多焦点 モデル を作成 し、脳梁離 断術 の基礎 的研究 を行 った。両側感覚 運動

領野 にそれぞれ独立 したてんかん焦点 を作成 した ところ、発作波 および発作 も左右 同期

して初発す るよ うになった。 しか し、脳梁離 断直後 か ら、発作波 は左右非 同期 して出現

す るよ うにな り、脳梁 は左右 の脳皮質 てんかん焦点 のスパ イク波 の同期化 に重要 な働 き

を持 っている ことを明 らかに した。

実験IIで は、一側大脳感覚 ・運動領野 にてんかん焦点 を持 つ慢性 ラッ ト焦点 てんかん

モデル に脳梁離断術 を行な い、その後autoradiography法 にて糖代謝の変化 を検 討た。脳

梁離 断直後 か ら、コ ン トロール群 に比べて発作 が軽 くなった ことよ り、脳梁 は左右 の脳

皮質 てんかん焦点 の伝播 に重要 な働 きを持 っている ことを明 らか にした。

実験IIIで は、ラ ッ トの両側大脳皮質にカイニ ン酸注入 によ り多焦点 モデル で、脳梁離

断術後 の脳波 と糖代 謝の変化 を検討 した。脳梁離 断術後 も、両側 の独立 した発作 が残存

した ことか ら、脳梁離 断術 の限界を明 らか にした。

この研究 の結果 では、臨床 において、両側 大脳 半球 に異なった発作焦点 を持 つ多 焦点

の症例 の脳梁離 断術 では、術後 は左右 の発作 波の同期化 のみが改善 され る ことを示 唆 し

ている。 しか も各半球 に独 立 した発作 は残存 する ことが示 された。以上 の結果 を踏 まえ

て、脳梁離 断術 の手術適応 は、慎重 に決定 されなければ な らな い ことを明 らかに した。
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